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デスクトップオーデイオシステム 

TSX-W80 


ヤマ八製品をお買い上げいただきまして、まことにありが 
とラございまず。 

■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、を年支障なくお 
使いいただくために、ご使巧前にこの取扱説明書と保証書をよ 
くお読みください。お読みになったあとは、な註書と共に大切 
に保管し、必要に応じてご利用ください。 

■保罰書は、「お買い上げ曰、販売店名」などの記入を必ず確か 
め、販売店か5お受け取りください。 


保話書別添付 


取扱説明書 







安全上のご注意 

ご使用の前に、必ずこの「ま全上のご注意」をよ<お読み<ださい。 


ここに示したミち意事項は、製品をま全に正しくご使用いただき、お客様や他のち々へのち害 
や財産への損害を未然に防止するためのちのです。必ずお守り <ださい。 

お読みになったあとは、使用される方びいつでも見られる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあ D ます。 



「ご注意ください J というま意喚起を示しまず。 

Q ®®®® 

「〜しないでください」という「禁止」を示します。 

〇を 

「必ず実行してください J という強制を示しまず。 


■ 「警告」と「ま意」について 


政下、誤った取り扱いをすると生じることび想定される内容を、危害や損害の大ささと切迫の程度を明示するた 
めに、「警告」と「ま意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、「死 t ずる可能性 
または重傷を負ラ可能性び想定され 
る」内容でず。 


電源/電源コード 


〇 電源プラグは、見える位置で、手び届く節囲の 
コンセントに接続する。 

万一の場合、電源プラグを容易に引舌扳くためで 
おず実行す。 


C 下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラ 
グをコンセントか6抜く。 

• 異甫なにおいや音びずる。 

フラグを巧く ♦異常に高温になる。 

♦巧部に水や異物び混入した。♦煙び出る。 
そのまま使巧すると、火災や感電の原因になりま 
す。 


0 電源コードを傷つけない。 

• 重いちのを上に載せない。 

♦ステープルで止めない。♦加工をしない。 

禁止 • 熱器具には近づけない。 

参無理な力を加そない。 

ち線びむ舌出しのまま使用すると、火がや感電の 
原因になります。 


〇 必ず AC 100 V (已 0/60HZ) の電源電圧で使用 
ずる。 

それけ列の電源電圧で使用ずると、火がや感電の 
おず実行 原因になります。 


電池 


0 電池を巧電しない。 

電池の破裂や液をれにぶ D 火災やけびの原因にな 
D ます。 

禁止 


0 電ミ也か5ちれ出た液には直接触れない。 

液び目や□に入った D 、 皮膚についた D した場合 
はずぐに水で洗い流し、医師に相談して<ださい。 

禁止 


分解禁止 


分解*改造は厳禁。キャビネットは絶対に開け 
ない。 

火がや感電の原因にな D ます。 

巧招禁 ih 修理.調整は販売店にご依頼 < ださい。 


snis 

巧置 


本機を下記の場所には設置しない。 

♦ ミ谷室.台所.ミ毎岸.水辺 
♦ 加湿器を過度にさかせた部屋 
水めれ禁止♦雨 や 雪、 水がかかるところ 

水の混入によ D 、 火災や感電の原因にな D ます。 
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0 放熱のため本機を設置ずる際には： 

♦ なやテープルク□スをかけない。 

♦ じゆ5たん-カーぺットの上には設置しない。 
禁止 ♦ 师向けや横剧しには設置しない。 

♦ 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

(本機の周囲に左ち1 0 cm , 上1已 cm 、 背面10 cm 
Uth のスペースを確なずる。） 

本機の内部に熱びこち0、火災の原因にな0ます。 


0 医療機関の屋内など医療機器の近ぐで使用しな 

電波び医療巧電気機器に影響を与えるおそれびあ 
禁止 ります。 


〇 む臓ペースメーカーまたは除細動器などを装着 
している人か5吕2 cm 政上離して使用ずる。 

ペースメーカーに影響を与え重大事故につなびる 
おず実行場合びあ0ます。 


使用上の注意 


0 放熱用の通風孔、パネルのすき間か6金属や紙 
片など異物を入れない。 

火災や感電の原因にな D ます。 

禁止 


〇 本機を落としたり、本機び破損した場合には、 
必ず販売店に点検や修理を依頼する。 

そのまま使用ずると、火がや感電の原因になりま 
化ず実行 す。 


接軸禁止 


雷び鳴りはじめた6、電源プラグには触れな 
し、。 

感電の原因になります。 


0 

禁止 


本機の上には、巧瓶-植木鉢•コップ*化粧 
品•薬品*□ウソクなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火災や感電の原因になり 
ます。 

接軸面が経年変化を起こし、本機のが装を損傷ず 
る原因になります。 


手入れ 


〇 電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり除 

<。 

ほこりびたまったまま使巧を続けると、プラグび 
おず実行ショートして火災や感電の原因になります。 


A 注意 


この表示の欄は、「傷害を負ラ可能 
性または物的損害び発生ずる可能性 
び想定される」内容でず。 


電源/電源コード 

〇 

化ず実行 

本機を主電源か日完全に切0離ずには、電源プ 
ラグをコンセントか日巧く。 

本体の cb ボタンでシステムオフが態にしてち、本 
機はまだ通電巧態にあ0ます。 

を 

フラグを巧< 

長期間使用しないとをは、おず電源プラグをコ 
ンセントか日巧く。 

火がや感電の原因にな D ます。 

(§) 

めれた手で電源プラグを抜走差ししない。 

感電の原因にな0ます。 

めれ手禁止 


每 

電源プラグを巧くとさは、電源コードをひっぱ 
5ない。 

コードび傷つさ、义災や感電の原因にな D ます。 

〇 

おず実行 

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に 
差し込む。 

差し込みが不充分のまま使巧すると感電した D 、 
プラグにほこ D が巧積して発熱や义災の原因にな 
ります。 


每 

電源プラグを差し込んだとさ、ゆるみがあるコ 
ンセントは使用しない。 

感電や発熱および火災の原因になります。 

〇 

おず実行 

イづ属の AC アダプターを使用ずる。 

それけ列のちのを使用すると火災の原因となるこ 
とびあります。 

每 

AC アダプターは、なや巧団でおおったり、つ 
つんだ0しない。 

熱びこちり、ケースび変型し、乂がの原因となる 
ことびあ0ます。 

電池 

〇 

おず実巧 

電池は極性表示ヴラス+とマイナスー)に従つ 
て、正しく入れる。 

間違えると破裂や液ちれにより、火災やけびの原 
因にな0ます。 


0 指定がの電池は使用しない。 

破裂や液ちれにより、乂がやけびの原因になりま 

禁止 
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尽 

電地を加熱•分解したり、火や水の中へ入れな 
い。 

破裂や液ちれにより、火がやけびの原因になりま 
ず。 

〇 

なず実行 

使い切った電池は、すぐに電池ケースか5取り 
がず。 

破裂や液ちれにより、乂がやけびの原因になりま 
す。 

〇 

使い切った電池は、自治体のを例または取りミ夫 
めに従って廃棄する。 

おず実行 


設置 


不を定な場所や振動する場巧には設置しない。 

本磯び落下や転倒して、けびの原因になります。 


直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くな 
る場所(暖房機のそばなど)には設置しない。 

本機のが装び変形したり内部回路に悪影響び生じ 
て、火災の原因になります。 

尽 

ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、乂がや感電の 
原因になります。 

〇 

おず実行 

他の電気製品とはで走るだけ離して設置する。 

本磯はデジタル信号を扱います。他の電気製品に 
障害をあた方るおそれびあ0ます。 

〇 

屋外アンテナエ事は販売店に依頼ずる。 

工事には、技術と経験が必要です。 

おず実行 


移動 


使用上のを意 

〇 

必ず実行 

再生の前には、音量(ボリューム)を最小にず 

突然大さな音び出て、聴覚障害の原因にな D ます。 

每 

音が軍んだ状態で長時間使用しない。 

スピーカーが発熱し、火災の原因にな 0 ます。 

A 

環境ミ届度が急激に変化したと走、本機に結露が 
発生することがあ0まず。 

正常に動作しないとさには、電源を入れない状態 
でしばら < 放置して < ださい。 

注意 

A 

ブラウン管を使用したディスプレイか日離して 
設置する。 

色むらが起さることびあ 0 ます。 

ミ主意 

〇 

外部機器を接続ずる場合は、各機器のお巧説日月 
書をよく読み、説日月に従って接続ずる。 

おず実行 


手入れ 

〇 

必ず実巧 

手入れをずるとさには、おず電源プラグを巧 
く。 

感電の原因にな D ます。 


薬物厳禁 

ベンジン-シンナー*合成洗剤等で外装をふか 
ない。また接点復ミま剤を使用しない。 

外装び傷んだ D 、 部品び溶解ずることがあ D ます。 


A 年に一度く 6 いは内部の掃除を販売店に依頼ず 

ド\み。 

い、ほこ0びたまったまま使用を続けると、火災や故 
'ま* 障の原因にな0ます。 


を 

プラグを巧く 


移動をするとさには電源スイッチを切り、ずべ 
ての接続をがず。 

接続機器び落下や転倒して、けびの原因になりま 
す。 

コードび傷つさ、义災や感電の原因になります。 
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■ 特長 

- iPod. iPhone、 ラジオ、列部機器を高品質で再生。 

-コンパクトなボディなびら、 2.Ich スピーカーシステム（ツイーター X 2、ウーファー X 1)、 

SR-BassTM 〔ヤマ A スイングラジエーターベース技術）と DSP により、しっかりした低音と立体的で広 
びりのあるサウンドを実現。 

ーノプダイアル、ガイド LED 付さスイッチによる、直感的でねか D やすいユーヴーインターフェース。 

エアワイヤード 

■ Yamaha AirWired 

ヤマ八独自のデジタルワイヤレス伝を巧術 「AirWired」 により、が圧縮で音質劣化のない音楽をリアルタイム 
で再生。さらに、お手元に置いた iPod で、本機のシステムオン/オフや音量操作び巧能です。 

ご'おこ 

別売りのワイヤレスサブウーファーキット （ SWK - W 10 など）と組み合わせてサブウーファーを接続する事で、サブ 
ウーファーをワイヤレス再生することび巧能です。使い方については SWK - W 10 の取扱説明書をご覧ください。 

■ 本書について 

. 本機は iPod と iPhone に巧応しています。本文中の iPod という表記は iPhone も含みます。 

• 本体と U モコンのどちらでを操作でをる場合は、本体での操作を中むに記載しています。 


付属品 

リモコン 


AC アダプター 


電源 コード 


トランスミッター 


FM 簡易アンテナ 





YIT - W 11 TX 


モデルナンバー： 
NU 40-21 巳0266 -13) 


AM ループアンテナ 


ステッカー 



リモコンを使用ずる 


リモコンの電池を交換ずる 




③ CR 202 已型⑥ 

ボタン 電池 



目次 


ラジオを聴く . 

故障かな？と思った!5 
主な仕様 . 


各部名称とその機能 . 2 

基本的な機能 . 4 

iPodTM と外部機器の音楽を聴く . 6 


容 CD 

©©o©i 
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各部名荷 i とその機能 


■ フ□ント-トップパネル 



①の：システムオン/オフ切替 

システムオフ時にを時刻は表示されまず。 

こ、おこ 

. 本体の (!) ボタンを3秒政上巧し続けると、システムび 
スタンバイに切り替わります。スタンバイ時には、フ 
□ントパネルディスプレイの表示びされな<なり、電 
力の消費を抑えることびでさます。スタンバイを解除 
するには、 （!) ポタンを巧します。 

. システムオフおよびスタンバイ時でちアラーム機能は 
作動します。 

@ TIMER :タイマー設定（防 P . 已） 

感 ALARM :アラーム機能オン/オフ切替 
(■^ P . 4) 

@ SET :アラーム設を（防 P . 4) 

感フロントパネルディスプレイ 

©SOURCE : iPod 、 AUX 、 RADIO 切誓 

©VOLUME :音量調整 


@ PRESET :ラジオの放送局を FM/AM それぞれ 
曰局まで登録/呼出びでさます。（屈 ■ P . 8) 

(D SNOOZE/SLEEP (防 P . 已） 

® DIMMER :フ□ントパネルディスプレイの明 
るさを調整でをます。 

A けー ト) ♦ 3 蝴るい) ♦ 2 ♦ 1 (暗い） 
■> A へ戻る 

こか 

A けート）に設定した場合、自動的に室内の明るさに 
適した明るさに調整します。 

⑩ MEMORY (防 P . 7， 防 P . 8) 

©TUNING (防 P . 8) 

@ FM、AM : FM/AM ラジオ切替 
@ iPod 巧電スぺース ： iPod の充電に使用します。 
©照度センサー： 周囲の明るさを感知します。セ 
ンサーび隠れないよラにしてください。 
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■ リアパネル 


ち部ち巧:とその傑能 



■ アンテナの接続 


FM 菌易 
アンテナ 
(付属品） 


AM ループアンテナ（付属品）： AM ループアンテナの黒し、 



ごミ主意 

. アンテナはしっかりと張って 
ください。 

• 受信状態が悪い場合は、アン 
テナの高さや方向、設置場所 
を変えてください。 

• 付属のアンテナの化ね〇に屋 
かアンテナを使用すると受信 
状態び良<なります。 


■ リモコン 

ソースボタン： iPod 、 AUX 、 
RADI 日切替。 RADI 日選択時に、 

RADIO ポタンで FM / AM を切 
り誓えることびできます。 

(!)： システムオン/オフ 

SLEEP :ス U - プを設定し 
ます。（防= P . 已） 

ALARM :アラームオン 
/オフ切誓（应^ P . 4) 


ボ U ユーム 

VOLUME :音量調整 


TUNING :ラジオのチュー 
ニングをします。（陌 = P . 8) 


赤外線信号送信部 


iPod コント □- ルボタン 

(MEN リI I 



絶縁シート：リモコンを使巧 
する前に引さ抜いてください, 


PRESET :登録したラジオの放送局 
を呼出します。（应= P . 8) 
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昼本的な機能 


時計を合わせる 




9:3(r 


リア J てネル フロント/ ネルデイス 

プレイび点滅しまず。 





1 CLOCK スイッチを SET にちわせる。 

吕 TUNING ボタンで時刻を合わせる。 

ボタンを長巧しすると、時刻を早送り/ 
早戻しでをます。 

3 CLOCK スイッチを L 0 巳 K に合わせる。 
ごま意 

電源コードをコンセントから掠くなどして、 
電力び1週間切 上 供給されないと、時計の設 
定はリセットされます。 


アラームを設定ずる 


設定した時刻に、お巧みの音楽とビープ音を合わせて再生ずることびでさます。 


■ アラームの時刻、タイプを設定ずる 





7:3(r * 


アラームインジケーター 
(((•))) とフ□ント パネル 
ディスプレイが点滅しまず。 


TUNING 





SOURCE VOLUME 


、 J 了! ネル （必要に応じて選択) 



♦じ"、 10:15 


1 SET を押ず。 

2 TUNING ボタンでアラーム時刻を設 
定する。 

7 ラーム タイフ 

3 ALARM TYPE ス イッチで アラーム 
タイプを設定ずる。 

.S 日 URCE+BEEP :選択した音楽ソース 
とビープ音を再生します。 

-音楽ソース：アラーム時刻の3分前から再を 
-ビープ音：アラーム時刻に再生 
- SOURCE :選択した音楽ソースを再生します。 
.BEEP :ビープ音を再生します。 

SOURCE + 巨 EEP、SOURCE を選択し 
たとをは、次に音楽ソースを選おしてく 
ださい。 

• iPod :最後に聞いていた巧の続さから再 
をします。 

.RADI 曰：最後に間いていたラジオ局の放 
送び流れます。 

4 アラーム 音量を設定ずる。 

セット 

5 SET を押ず。 

アラームび設定され、アラームインジ 
ケーター（1(参）1)び点なします。 

I ごま意 I 

音楽ソースに iPod を選択したとさは、 iPod 
を iPod 充電スペースにセットしてくださし、 

P. 2)〇アラーム時刻に iPod びセットされ 
ていない場合、ビープ音び再生されます。 


■ アラーム機能をオン/オフにずる 



アラーム機能をオン/オフにずる。 

アラーム機能びオンのとを、アラーム 
インジケーターが点巧し、 
アラーム時刻び一定時間表示されます。 
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碁本的な巧能 


アラーム音再生中の操作 _ 

設定した時刻になると、還おしたアラーム音び再生されます。再を中は、下記の操作び可能です。 


■ スヌーズ機能を使用ずる 

广 


SNOOZE/SLEEP を押す。 

一時的にアラーム音を停止し、已分後 
に再びアラーム音を再生します。 


■ アラーム 音を停止ずる 



7 ラーム 

ALARM ちしくはのを押ず。 

三、お'- 

.アラーム音を停止しないと、目0分後に 
自動的に停止します。 

.アラーム音を停止してわ、アラーム時刻 
など設定した内容は保持されます。 


ス U —プを設定ずる _ 

設定した時刻になると、自動的に音楽の再生を停止し、システムオフになります。 


SNOOZE/SLEEP 



繰り返し押します。 


♦ 




30 


ス U — プインジケーター （ zz ) 
とフ□ントパネルディスプレイ 
び点滅しまず。 


SNOOZE / SLEEP でシステムオフに 
なるまでの時間を選ぶ。 

30、60、90、120分び選択できます。 
ス U —プび設定されると、ス U —プイ 
ンジケーター（之 Z) びフ□ントパネル 
ディスプレイに表示されまず。 

こぶこ 

スI」ープをキャンセルするには、 

SNOOZE/SLEEP を押します。 


タイマーを設定ずる 


カウントダウンタイマーを使用することびでさます。 


TIMER 



TUNING 



フ□ントパネル 
ディスプレイび 
点滅しまず。 




9:59 

カウント 

ダウン 

開始 


1 TIMER を巧す。 

2タイマー音が再をされるまでの時間 

を TUNING ボタンで設定ずる。 

時間はじ(下のよラに設定でさます。 

1〜1己分：]分刻み 
20〜120分：10分刻み 

タイマー 

3 TIMER を巧す。 

カウントダウンび始まり、残り時間び 
0になるとタイマー音び再生されまず。 

こあ _ 

.タイマー音を停止するには、 TIMER を巧し 
て < ださし)。 

• カウントダウン中にタイマーをキャンセル 
するには、 TIMER を巧します。 



ス U —プとタイマーは同時に使用でさません。 
. タイマーのカウントダウン中にスリープの 
設定はでさません。 

. スリープびオンのとさにタイマーを設定す 
ると、スリープはオフになります。 


5 Ja 


















iPOCJTM とか部機器の音楽を聴く 


口〇が"を聴く 


対応 iPod については、 r 主な仕様」 O^P.]]) を参照してください。 


■ 再生 



iPod インジケーター 



1 iPod をトランスミッターに接続ずる。 

吕ステータスインジケーターび点滅し、本体 
とトランスミッターび通信を開始ずる。 

ソース 

3 SOURCE を iPod にずる。 

4 iPod を再生ずる。 

ぶこ 

.iPod はいつでも好きなときに取り外せます。 

.本機びシステムオフ時でち、 jP 日 d のミュージッ 
ク/ビデオを再生することで本機は自動的にシ 
ステムオンし、 iPod を再生します。 

.iPod を充電するには、 iPod を本体の iPod 充電 
スペースにセットしてください0^ P. 2)。 

.iPod から本機の音量を調整することがでさます。 

ソース 

.SOURCE び iPod のとさに iPod の電源をオフ 
にするか、トランスミッターから iPod を取り 
がした後、しばらくすると本機は自動的にシス 
テムオフします。 



. 再生中の iPod びトランスミッターに接続された 
場合、 iPod の再生び停止します。 

. 電子レンジやコードレス電話、無線 LAN 使用中に 
は音び途切れることびあります。これらの機器か 
らは本機をでさるだけ離して設置してください。 


■ トランス S ッターのステータスインジケーター表示 


インジケーターの表示 

本機の状態 

緑点灯 


Pod の接続び完了し、無線通信でをている状態。 

緑点滅 

] 回 

音量調藝中。 

継続 

iPod の接続を確認中。 

赤点滅 

] 回 

音量び最大、または最ル。 

2秒間 

本機で対応していない iPod が接続された状態。 

継続 

エラー発生。 iPod を取0がして再接続して<ださい。 

ホ2回点滅 

継続 

iPod のバッテ U —不足。充電をしてください。 

消灯 


iPod び未接続、または、無線通信していない状態。 


ご中こ 

本体 SOURCE 上の iPod インジケーターは、 

. 無線通信中に点灯します。 

. 無線通信していない状態では点滅します。 

r ごま意I 

音び出ない、音び途切れる、ステータスインジケーターび点滅を継続し無線通信を開始しないなどの場合は、「故障かな？ 
と思ったら」 （@P. 9) を参照してください。 
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iPod …とか部巧器の音楽をおく 


グループセレクト 


トランス=ッターと本機の無線接続を行ラには、グループセレクトを同じグループに合わせて<ださい。 


■ 本体のグループセレクトを設定ずる 


TUNING 



MEMORY 



ソース 

1 SOURCE を iPod にずる。 

メモ y- 

2 MEMORY を長巧しずる。 

3 TUNING でグループを設定ずる。 

A1、A2、 A3、巨1、日2、巨3のいず 
れかを選択します。 

臣]〜臣3は b ] 〜 b3 とフ□ントパネ 
ルディスプレイに表示されます。 


4 MEMORY を巧して設定を終了ず 
る。 


■ トランスミッターのグループセレクトを設定ずる 



グループセレクトスイッチでグループ 
を設定ずる。 


I 外部機器の音楽を聴< 

■ 再生 


リアパネル 


AUX 



SOURCE 


g 回 g 


1ポータプルオーディオ機器を市販の 
3.5 mm S ニプラグケーブルで AUX 
に接続する。 

ごま意 

接続する前に本機とポータブルオーディオ 
機器の音量を十分に下げて<ださい。 

2 SOURCE を AUX にずる。 

3接続したポータプルオーディオ機器 
を再生する。 
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ラジオを聴 < 


放送局を選ぶ 



1 SOURCE を RADIO にする。 

2 FM 、 AM を選択する。 

3自動チュー ニン グ： TUNING を長巧し 
する。 

手動チューニング： TUNING を繰 
り返し f 甲ず。 

I ごま意 I 

FM 受信中に手動でチューニングした場合、 
ラジオの音声はモノラルになります。 


放送局をプリセツトに登録ずる 


プ U セツト機能を使って、お好みの放送局を FM/AM それぞれ已局まであらかじめ登録でをまず。 

tuning 1登録したい放送局を選ぶ。 





PRESET 


2 MEMORY を巧す。 

3登録したいプリセツト番号を選ぶ。 

ぶこ 

プリセットを途中で止めるには、 TUNING を 
巧して < ださい。 


メモ y - 

4 MEMORY を押して終了する。 


登録した放送局を選ぶ（プリセット選局) 


み 


iPod AUX RADIO 



SOURCE 


♦ 



♦ 



PRESET 


1 SOURCE を RADIO にする。 

2 FM 、 AM を選択する。 

3登録した放送局を PRESET で選択ず 
る。 
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故障かな？とおった 6 


使用中に本機び正常に作動しなくなった場合は、まず下記をご確認ください。下記がで異常び認められた場合 
や下記の対処を行ってち正常に作動しない場合は、本機のシステムをオフにし、電源コードをコンセントから抜 
いてから、お買上げ店または修理ごネ目談センターまでお問い合わせ<ださい。 


全般 


症状 

原因 

巧策 

システムをオンにしてちすぐにオフに 
なる。 

電源コードび正しく接続されていない。 

電源コードび正し<コンセントに接続されて 
いることを確認してください。 

本機が落雷や過度の静電気など列部からの 
強い電気ショックを受けた。 

本機のシステムをオフにして電源コードを抜 
いてください。約30砂後に電源コードをコ 
ンセントに差し、システムをオンにしてくだ 
さい。 

スピーカー か6音び出ない。 

音量び最ルに設定されてレる。 

音量を調節して < ださい。 

音楽ソースび正しく選択されてレなレ。 

正しい音楽ソースを置おして < ださい。 

音びちが出なくなる。 

ス U- プ（政 P. 已）を設定している。 

本磯のシステムをオンにして再生しなおして 
ください。 

本機び正常に作動しない。 

本磯が落雷や過度の静電気など列部からの 
強い電気ショックを受けた。 

本機のシステムをオフにして電源コードを抜 
いてください。約30砂後に電源コードをコ 
ンセントに差し、システムをオンにしてくだ 
さい。 

周囲に設置しているデジタル機器や高 
周波機器か5雑音び出る。 

本機とデジタル機器または高周波機器の位 
置び近すざる。 

本概とそれらの機器を請して設置してくださ 
い。 

時刻の設定内容び消えた。 

本磯への電力供給が]週間が上追断され 
ていた。 

電力供給び]週間け上遮断されると、本機の 
メモ U —に登録された時刻設定び消えてしま 
ラことびあ0ます。この場合は時刻を再度設 
定して <ださい （@P.4)。 

アラームのソースに iPod を設定して 
を、アラーム時刻に iPod び再生され 
ない。 

iPod を接続したトランスミッターび、本 
機の iPod 充電スペースに接続されていな 
い。 

iPod を接続したトランス S ッターを、本機 
の iPod 充電スペースにセットしてください 
(防 P. 2)。 

ALARM TYPE スイッチび BEEP に設定 
されている。 

ALARM TYPE スイッチを SOURCE、 ちし 

くは S0URCE+ 日 EEP に設定してください 
(が. 4)。 

時計び点滅していて、操作びでさな 
い。 

CLOCK スイッチび SET になつており、 
時計設定中の状態。 

CLOCK スイッチを LOCK にしてください。 

音割れ、音の里み、異音びする。 

入力した音楽ソースの音量び大さい。本機 
の音量（とくに低音）び大定い。 

VOLUME で音量を下げるか、 TONE 

CONTROL で低音を調整してくだごい。 


iPod™ 


症状 

原因 

巧策 

iPod び巧電されない。 

iPod を接続したトランスミッターび iPod 
充電スペースに正しく接続されていない。 

-旦 iPod を接続したトランスミッターを本機 
から取り外し、再度 iPod 充電スペースに正し 
く差しなおしてください O^P. 2)。 

音び出ない、またはトランス S ッター 
のステータスインジケーターむ S 点滅を 
継続し、無線通信を開姑しない。 

iPod びトランス S ッターにしっかり接続 
されていない。 

ちラー度しっか0接続しなおして < ださい。 

イヤフォンび接続されてレる。 

イヤフォンを取り外してください。 

トランス S ッターと本機の距離び離れすざ 
ている。 

トランス S ッターと本機の距離を近づけてく 
ださい。 

iPod のバッテ U- 残量びみない。 

iPod を充電してください。 

iPod のソフトウエアび最新バージョンに 
なっていない。 

アップル社のウェブサイトか6最新の 
iTunes ソフトウェアをダウン□-ドし、 
iPod のソフトウェアを最新バージヨンに 
アップグレードしてください。 
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巧居かな？とちった 5 


症が 

原因 

対策 

音が出ない。 

iPod と本機び接続中のげ態。 

接続び完了するまでみ々お待ちください。 

グループセレクトび合っていないため接続 
していない。 

グループセレクトを合わせてください 
知 P. 7)。 

他の機器に巧撼接続されている。 

グループセレクトを変えて、他のグループを 
還択して< ださい （固 P. 7 )。 

iPod ①音量を調節してち音量が調節 
でをない。 

-本機び対応していない iPod び接続さ 
れている。 

- iPod びトランスミッターにしっかり接 
続されてし)ない。 

- iPod のソフトウェアび最新のちのに 
アップデートされていなし)。 

-1 台のトランス S ッターに複数の機器 
び接続されてレる。 

一本職び対応している iPod を1ま巧して<だ 
さい。 

- iPod をトランスミッターにしっかり接続 
しなおして < ださし)。 

- iPod のソフトウェアを最新のちのにアッ 
フデートしてください。 

ちし最新のソフトウェアにアップデート 
してち解みされないとさは、 iPod を U 
セットしてください。 

-他のグループを選択してください 
(■^ P. 7)〇 

リモコンの VOLUME ボタンを巧し 
てを iPod の画面びをね 6 ない。 

iPod を接続していないのに、突巧音 
び出た。 

他の機器に無線接続されてレる。 

グループセレクトを変えて、他のグループを 
選択して<ださい（防 P. 7)。 

無線通信中に音ぴ途切れる。 

(トランスミツターの緑のステータス 

インジケーターと、本体 SOURCE 
の iPod インジケーターび点滅） 

トランス S ッターからの電波び金属や人体 
で遮 6 れている。 

トランス S ッターからの電波び金属や人体で 
遮られないよラに、持ちちや持つ位置、置き 
ちや置く位置を変えてくださレ。 

周囲に 2.4 白 Hz 帯の電波を出ずちの 
(電子レンジ、コードレス電話、無線 LAN 
等）びある。 

電モレンジやコードレス電話、無線 LAN 等 
からは本機をでさるだけ離して設置するか、 
それらの電源を切って<ださい。ちしこれら 
の機器び IEEE 802.11 n 対応の場合、本機 
に影響び出ないようチャンネル設定を変更し 
て < ださい。 

無線通信で使巧している周波数にノイズび 
発生すると、本機は使用されていない別の 
周波数を探して移動します。この際、音び 
途切れることびあ0ます。 

巧障ではありません。ちし頻繁に音び途切れ 
るときは、本機の設置場所を変えてくださ 
い。 


FM / AM 放送局の受信 


症が 

原因 

対策 

ステレオ巧ちになると雑音びを<な 

アンテナび正し < 接続されていなレ。 

アンテナび正しく接続されていることを確認 
して<ださい （防 P. 3)。 

選がしている放送局の電波び弱い、または 
お住まいの地域の放送局の受信感度び良< 
ない。 

手動チューニングで雑音を軽減ずるか 
(回 =P. 8)、別売りの屋かアンテナを使用して 
<ださし、。 

屋外アンテナを怯巧していてち受信感 
度び悪い（音び歪むなど)。 

マルチパス （ を重反射）などの妨害電波を 
受けている。 

アンテナの高さやち向、設置場所を変えてく 
ださい。 


リモコンの操作 


症が 

原因 

対策 

U モコンで本機を操作でさない。 

U モコンの操作範囲外から操作しよラとし 
ている。 

リモコンの操作範囲については、「リモコン 
を使巧する」 （^P.1) を参照して<ださい。 


本磯の1」モコン受光部に直射日光や照明び 
おたってし)る。 

照明または本機の向さを変更して < ださい。 


電池び消耗している。 

新しい電池と交換してください（因 P . 1)。 


1」モコンと本磯の1」モコン黃光部の間に障 
害物びある。 

障害物を取り除レて < ださし、。 


音楽ソースび iPod になっているび、無線 
通信び確立されていない。 

iPod を再生し、無線通信を確立して<ださ 
い （ eP . 6)。 
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主な仕様 


■ プレーヤー部 


iPod 

•対応 iPod . iPod (第已世代 ）、 iPod classic 、 

iPod nano、iPod touch 
•対応 iPhone . iPhone、iPhone 3 G、iPhone 3 GS 


AUX 端子 

• 入力端デ 

. ステレオ L / R : 3.5 mm ステレオ S ニジャック 

■ アンプ部 

• 最大出力 .4 W + 4 W + 8 W 

(目 Q 1 kHz ' 10% THD ) 
. ドライバーユニット.. .4 cm フルレンジドライバー X 2 
己.巳 cm ウーファー+ SR 己 ass X 1 

■ チューナー部 

受信周ぶ数範囲 


.FM .76.0 〜90.0 MHz 

.AM . 曰31 -1611 kHz 


音楽を楽しむエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては大変気になるちのです。 
隣近所への配慮を十分にしましょラ。静かな夜間にはルさ 
な音でちよく通り、特にほ音は床や壁などを伝わりやす 
く、思わめところに迷惑をかけてしまいます。適当な音量 
をむびけ、窓を閉めてご使巧になるのち一つのち法です。 
音楽はみんなで楽しむもの、お互いにむを配り快適な生ま 
環境を守りましょラ。 

iPod ™, iPhone ™ 

iPod は、米国およびその他の国々で登録されている 

Apple Inc . の商標です。 

iPhone は 、 Apple Inc . の商標です。 

r Made for iPodJ とは、 iPod 専胤こ接続するよう設計さ 

れ、アップルび定める性能基準を満たしているとデべ n ッ 

パーによって認定された電モアクセサリーであることを示 

します。 

「 Works W け h iPhone 」 とは、 iPhone 専用に接続するよ 
ラ設計され、アップルび定める性能基準を満たしていると 
デべ □ッパーによって 認定された電子アクセヴ IJ 一で ある 
ことを示します。 

アップルは、これらの機器操作または、ま全規制基準に関 
する一切の責任を負いません。 


■ トランスミッター部 

. 周波数 .2.4 GHz 

. 通信可能距離 . 約 20 m (妨害のないとさ） 

• 同時接続台数 

. 最大 7 台（場所や状況により異なります） 

■ 総合 

. 電源電圧/周波数 . AC 1日日 V 、巳日/目0 Hz 

. 消費電力 . 10 W 

. システムオフ時消費電力 .3.5 W 

. スタンバイ時消費電力 . し〇 W な下 

. 外形寸法（幅 X 高さ X 奥行さ） 

. 26 日 X 白日. 3 X 141 mm 

. 質量 .1.2 kg 

仕様、およびが観は、製品の改良のため予告な< 蜜要する 
ことびあります。 


お手入れのしかた 

キャビネットを美しく保つため、柔らかい布で乾拭きす 
るようにしてください。 


本機の無線ち式について 


2.4XX4 



に4」 

2.4 GHz 帯を使巧する無線設備 

rxx] 

蜜調ち式はその他の方式 

「4」 

想定干渉距離が40 m 政内 


H 全帯域を使用し、かつ移動体識別装 
置の帯域を回避可能 


本製品は、電波法にきづく技術基準適合証明及び電気通信事 
業法に基づく技術基準適合認定を受けた通信機器を内蔵して 
おります。 


無線に関するごミ主意 

この製品の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業-科学-医療用機器のほか、工場の製造ライン等で使用されている移勘体識 
別巧の構内無線局（免許を要する無線局）および特定ル電力無線局（免許を要しない無線局）並びにアマチュア無線局（免許を要 
する無線局）び運用されています。 

1この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無撒局巧び特定小電力無撒局並びにアマチュア無撒局び運用されていな 
いことを確認してください。 

2万一、この磯器から移動体識別用の構内無線局に巧して有害な電波干渉の事例び発生した屬合には、速やかに使用攝所を変え 
るか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停止）して<ださい。 
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AVI103A 


お問い合わせな口 


巧証とアフターサービス 

サービスのご巧賴、お問い合わせは、お買い上げ店、またはヤマ A 
修理ご相談センターにご連絡ください。 


ヤマ AAV 製品のおおや取り巧いに関するお巧し冶わせ 

■ヤマ八お客様コミュニケーションセンター 
オーディオ-ビジュアル機器ご相談窓 □ 

(を国な巧） 综〇已 70-01 1-808 

全国どこか日でを市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話， PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (0 已 3) 460-3409 

干430 -86 日日静岡県お松市中区中お町 10-1 

受付： ち〜 金曜曰10:〇日〜1注00 ±曜曰10:日〇〜17:00 
(日曜、巧曰およびセンター指定のか曰を除く） 

■ ホームシアター*才ーディオサポートメニュー 

お客様か5寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご善 
考にしてください。 

http :// jp . yamaha . com / support / audlo - visual / 


ヤマ八 AV 製品の修理、サービスパーツに巧ずる 
お巧い合わせ 

■ヤマ A 修理ご相談センター 

基3品 ; f 〇已 70-01 吕 -808 

全国どこからでち市内通話料藍でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけくださし、 

TEL (0 己 3) 4 色 0-4830 

受付；月〜金曜曰日:0□〜18;00 ±曜曰日:日〇〜17:00 
(日曜、祝日およ U センター指定の体曰を除く） 


FAX でのお田し1をねせ 

化瓶置、ま化、関東、甲信越地域にお住まいのお客様 
(03) 5762-2 12已 

九州、沖縄、中国、四国、近幾、東瓶北陸地域にお注まい①お客様 
(06) 646已 -03 巨7 


お埋品お待ち込みな口 

受付；月〜を曜日 9:0D 〜17:4己 

(±曜、曰屬.祝日およびセンター指定の休曰を除く） 

j だき道〒〇巨 4-8 已43本し幌市中央区南1〇条西1了目1 - 巳0 
ヤマ八センター巧 
FAX (011) 512-6109 

首都團〒1 43-0006 ま京都大田区平和島 2T 目1 - 1 
京おトラックターミブル内14号棟 A- 已 F 
FAX (03) 已7色 2-2 12已 

名ち屋〒4己 4-0832 をち屋巿中川区清船町 4T 目 1-1 1 
ピアノ運送(株)名る屋営業所1 F 
FAX (0 已 2) 363-已白03 

大阪 干巳己牛〇日2斗大販市化巧区島屋 6-2-82 

ユニバーサル.シティネ□幸ビル 9F 
FAX (06) 646己-0374 

九州 干81 2-8508 福岡市博多区博多駅前 2T 目11 -4 

FAX (092) 472-2137 


* 名称、住所、電話き号、 URL などは変更になる場合びあります。 
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• 保証期間 

製品に添付されている保証書をご費 < ださい。 

• 巧証期間中の修埋 

保班書の記載内容に基づいて修理させていたださまず。詳し<は 
保記書をご覧ください。 

• 巧証期間び過ぎているとさ 

修理によって製品の機能び維持でさる場合にはご要望により有料 
にて修理いたしまず。 

• 修埋料をの仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術着の人件費、按術教育費、測定機器等設備費、 
一般管理費等が含まれています。 

部品け 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯する 

部材等を含む場合をあります。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。 

別途、駐車料金をいただく場合びあります。 

• 補修用性能部品の最お保ち期間 

補修巧性能部品の最低保有期間は、製造巧ち切り後8年です。 

補修巧せ能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部 
品です。 

•製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるときは製品のが態をできるだけ詳しくお 
知らせください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお知 
6せ< ださい。 

《品番、製造番号は製品の背面をしくは底面に表示してあります。 

♦ スピーカーの修理 

スピーカーの 修理可能範囲は スピーカーユニット など振動系と輩 
気部品です。尚、修理は スピーカーユニット 交換となります の 
で、エージングの差による音色の違いび出る場合びありまず。 

• 摩耗部品の交換について 

本機には使巧年ちとともに性能び劣化する摩耗部品(下記参照)び使 
巧されています。摩耗部品のお化の進行度合は使用環境や使用時 
間等によって大きく異なります。 

本機を末を<安定してご愛用いただ<ためには、定期的に摩耗部 
品を交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換は必ずお頁い上げ店、またはヤマ八修理ご相験セ 
ンターへごホ目談ください。 


摩巧部品の一例 

ボ U ュームコント□-ル、スイッチ.リレー巧、接続端子、ランスベルト、 
ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光へシド、モーター類など 


&このページは，受全にご使用いただくために AV 製品全般について記載し 
てお D ます。 


永年ご巧用の製品の馬巧を！ 


の 

愛情点検 

こんな症げはありませんか？ 

参電源コード-フラグび異常に熱い。 

• コゲくさい臭いびする。 

参電源コードに深いキズか変形びある。 

参製品に關れるとピリピリと電気を感じる。 

• 電源を入れてを正常に作動しなし、。 

参その他の異常-故障びある。 

畢 


すぐに使用を中止してください。 



事故防止のため電源フラグをコンセントから巧さ、 

必ず販売店に点おをご依頼ください。 

なお、点検-修理に要する養用は目厉 E 店にご相談ください。 
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